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高橋 郁絵 

１、はじめに 

はじめまして。私は公認心理師・臨床心理士として、民間の相談機関でカウンセリングの仕事をしてい

ます。特に DV・虐待をする父親へのカウンセリングやそのような父親のための小グループでのプログラム

（「安心できる家族を作るためのお父さんセミナー」と呼んでいます。）を担当しています。また、児童相談

所での Caring Dads Program（後述）や、NPO法人での DV加害者プログラムにも関わっています。そのよ

うな立場からこの小論では安全な家族を作る父親の大切さについてお伝えしたいと思います。 

 

私が DV や虐待の加害について取り組むようになったのは 2005 年頃からです。内閣府の DV 加害者

プログラム試行プロジェクトへの参加がきっかけでした。そのプロジェクト等を通して海外の実践等から学

んできたことは、家族の中が安全であるために父親が積極的に取り組むことはとても素晴らしいということ

でした。また、もし父親が家族に暴力を振るってしまったら、子どもの母親と子どもにとってその影響はとて

つもなく大きく、だからこそ父親が暴力的なやり方を変え、関係を修復していくことは家族全体にとって重

要な意味があるということでした。 

 

さて、ここではまず、カウンセリングやプログラムを通じて出会った 3 人のお父さんについてお話ししま

す。（いくつかのストーリーを繋ぎ合わせたどれも架空の事例です） 

 

タロウさんは、息子が小学生になると子どもの野球にのめり込んで行きました。息子に達成感を味あわ

せてやりたい。将来社会に出てもやっていける強さを身につけたいと考えていました。息子の上達が伸び

悩み、息子が練習に乗り気でなくなると、タロウさんは息子に「お前はこれじゃダメになる」「これくらいでき

なくてどうするんだ！」「バカヤロウ！」などと怒鳴り、叩くことも増え、妻に対しても「お前が甘やかすから息

子はいう事を聞かないんだ！」と怒鳴るようになりました。通告により児童相談所が関わるようになったこと

から妻にカウンセリングを勧められて渋々来談されました。 

 

イチロウさんの息子には軽い発達障害があります。宿題の途中で立ち歩いてしまったり、無くし物も多い

のです。その度にイチロウさんはイラッとして、「ええ加減にしろ！」と怒鳴ったり、頭を叩いてしまいます。

イチロウさんは、自分はカッときたら止められないから、考えるよりも先に手が出てしまうとおっしゃいます。

近頃、息子が他の子どもを殴ってしまう事件がありました。そのことで子どもを叩いて叱ったとき、あれ何か

変だと思ったそうです。イチロウさんが息子さんのことを心配し、今のうちに直してやらないと将来困るので

はないかと不安になっていることもカウンセリングの中でわかりました。 

 

ジロウさんは、妻子と別居して半年が経とうとしています。妻と娘はある日、自宅からいなくなっていまし



た。置き手紙によれば、ジロウさんの長時間の説教や決めつけ、要求が耐えられないと書いてありました。

ジロウさんはびっくりしました。確かに、一つ一つこうしなさいとアドバイスし、その通りにしなければ、やるま

で怒ることもありましたが、娘が困らないように考えて、最善の道を教えてあげていたつもりでした。また、

妻にも子どもの世話を怠らないよう、良くないところを指摘し、妻として母としてベストを尽くすように言って

きました。それはそこまで悪いことだったのだろうかと言います。           

 

さて、みなさまはこのエピソードを聞いてどんなことをお感じになりましたか？ 

 

２、父親の育児参加と DV・虐待 

さて、統計を見ると父親の育児参加率は高まり、一昨年には男性の育休取得率が 30％を超えました。

あちこちの保育園や幼稚園でいわゆる「おやじの会」のようなお父さんの集まりも持たれるようになりまし

た。イクメンが当たり前の時代になってきたわけですが、難しい面も生じています。 

例えば、児童相談所が関わることになった虐待の主たる加害者は母親と父親どちらが多いでしょうか？

そして増加しているのはどちらでしょう？10 年前は圧倒的に母親割合が多かったのですが、じわじわと父

親の比率が上がり、現在は半々くらいになっています。もしかすると父親が母親を近い将来抜くこともあり

得るでしょう。子どもがいるところで DV があることを面前 DV と言います、児童虐待の一つですが、この数

の中には面前 DVも含まれています。DV と虐待は別々のものではなく、子どものいる家庭の中ではかなり

の割合で同時に起こっているものなのです。また、虐待で警察が検挙した人の内訳では父親が母親の倍

以上になっています。 

こういったところからも、父親が家族や育児にかかわるからこその難しさがあるように思えます。多くの父

親は仕事と育児・家事をやりこなそうと一生懸命ですが、今の子育て世代の人たちの父親は、まだまだ、

仕事中心のライフスタイルが当たり前の世代でした。また、児童虐待防止法や DV 防止法の成立以前で

すから家庭の中で、怒鳴ったり、体罰をする問題への認識が薄かった時代です。その意味では、今の子

育て世代の父親はイクメンとしてのモデルをもてない世代ということにもなるでしょう。また、少子化とともに

一人の子どもにかける期待は高まり（例えば子どもの学校以外の教育費は年々増加しています）、子育て

世代は仕事も家族も手が抜くことができない板挟み状況になっている現実もあるでしょう。 

ちなみに、さまざまな研究から父親からの虐待や DV の目撃があった男の子が DV・虐待の加害者にな

ったり、その他の暴力に巻き込まれる可能性は明らかに高いことが知られています。今の子育て世代の父

親が、暴力を使わないで子育てをすることは次の世代の暴力の予防のために非常に意味あることなので

す。 

 

３、家庭内の暴力とは何か？ 

では、暴力とは何かについて考えてみましょう。1980 年代にアメリカでは DV 加害者プログラムが始まり

ました。その実践の多くはフェミニストによる草の根的なものでした。その一つドゥルースモデルの実践者

が作った「暴力の車輪」という図があります。（参考：https://nwsnet.or.jp/dv-toha/2-control 2025.3.20

掲載確認）ちょうど自転車の車輪のような形をしていて、その車輪の中心にはパワー（権力）とコントロール

（支配）と書いてあります。そして、車輪のスポークとスポークの間と外側のタイヤの部分にはさまざまな暴

力の形態が書いてあります。タイヤの部分にある身体的・性的な暴力に加え、スポークの間にあるのは経

済的な暴力、相手を孤立させること、子どもを利用していうことをきかせること、相手を否定し、貶める言葉



を言うこと、さまざまな見えにくい暴力の形です。 

この図の主張していることは、暴力の本当の姿は自分のパワー（権力）で、相手を思い通りに支配する

ことであり、そのやり方はさまざまだと言うことです。殴る・蹴るといった身体的なわかりやすいことばかりで

はなく、相手を思い通りにする手段は多様であり、それらが車輪のようにぐるぐると回りながら、支配が進行

していくのです。このような暴力についての理解は、DV だけでなく、虐待やハラスメントなど様々な対人暴

力の理解の基礎となるものです。 

では、タロウさんやイチロウさん、ジロウさんの行動は暴力でしょうか？だとしたらどうしてでしょうか？ 

イチロウさんタロウさんは叩くという身体的暴力がありました。ジロウさんは、身体的な手段を使っていま

せんが、子どもや妻に自分の思いを押し付けて、従わせようとしています。このように相手を思い通りに行

動させたいという自分の意思（コントロールの欲求）を言葉や声の大きさ、腕力や体格、父親の立場などの

力（パワー）を使って実現させようとしている点はタロウさんイチロウさんも共通です。それは子どもや妻にと

っては恐怖であったり、抑圧される体験ですから暴力と言えるでしょう。もちろん三人とも、子育ての責任

感や熱意から「良かれ」と思っているわけですが、結果的には関係が壊れたり、決して良い方向には進ん

でいません。暴力は信頼関係を破壊するのです。 

 

４、暴力は変えられる 

タロウさんイチロウさんジロウさん、それぞれ子どもの成長や将来のために、貢献しようと一生懸命です。

その根本の意図は間違っていません。しかし、自分が「良い」と思った選択や行動を、子どもの意思と無関

係に押し付けてしまっているところ、また、子どもの将来を思う気持ちが「不安」となり、その不安の解消を

子どもにぶつけて求める行動になっているところが問題なのです。ですから、それぞれの人格を丸ごと変

えるような必要はないのですが、その良い意図を違う行動でポジティブに発揮できるように変えることが重

要なのです。 

おそらくこの 3 人は皆、一般的な良いコミュニケーション（例えば、相手の話を聞く、相手の言うことを認

める言葉かけなど）を知らないわけではないでしょう。そして、仕事場や社会ではそういったコミュニケーシ

ョンのスキルを用いて生活しているでしょう。それについては既に知っているわけですので、このような方

達にコミュニケーションスキルを教えるだけでは、家族への暴力の改善はうまくいきません。暴力を使うこと

をやめ、子どもや子どもの母親を尊重するやり方で、家庭内でもコミュニケーションのスキルを発揮するに

はどうしたら良いかが大事です。 

一昔前 DV の被害者支援の領域では、DV をする男性は変わらないと言われていました。しかし、近年

では暴力を変えていくために色々なアプローチが導入されています。後編で詳しく述べますが、虐待や

DV をしてしまった父親のプログラムでは、父親が自分の思いを（良かれと思ったとしても）押し付けるやり

方を「親中心の養育」と呼んでいます。プログラムの中では、その反対の「子ども中心の養育」とは何かを

考え、自分なりの行動選択に落とし込んでいく作業をするのです。 

 

さて、前半のまとめとして、タロウさんからの質問を一緒に考えてみましょう。彼の質問はこのようなもの

です。 

「何も悪いことをしていない人を殴ったら暴力ですが、子どもが宿題をやらないのは悪いことなんだから、

怒られても仕方ないんじゃないですか？そもそも宿題をやらなかったんだから叩かれたとしても責任は子

どもにありますよね。それを暴力というのはおかしいのじゃないですか？」「『子ども中心の養育』が大事な



のはわかります。でも子どもが悪いことをした時には怒られて初めていけないことだとわかるわけだから、こ

のような時に叩くのはむしろ子ども中心なやり方じゃないですか？」 

皆さんはどのように答えるでしょうか？ 
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１、安心できる家族を作ること 

さて、前半最後にタロウさんの質問を挙げましたが、皆さまの答えはいかがでしょうか？ 

ところで、プログラムやカウンセリングに携わっていると、DVや虐待をする父親の中には、自分自身も虐

待を受けた経験を持つ人たちが多く存在することに気がつきます。その中には、自分が子どもの頃に虐待

を受けたのは自分が悪いことをしたからだと大人になっても受け止めている方が少なくありません。私たち

からはそのような認識こそが虐待の影響であるように思えます。タロウさんの言葉の中にもそのような影響

がうっすら現れているように思えます。もしかするとタロウさんのお父さんは「お前が悪いことをしたから叱る

んだ」と言って叩いていたのかもしれません。子どもはその行動が良くないことを大人に教えてもらう権利と

同時に、暴力を受けない権利があります。子どもを教え導くことと暴力の違いがタロウさんの中では混乱し

たままになっているようです。 

日本語の「怒る・叱る」には子どもを指導するというニュアンスと恐怖によってコントロールするニュアンス

の両方が含まれていると思いますが、その二つは分けて扱う必要があります。子どもが宿題を先送りして

ゲームをしている場合、宿題に取り掛かるように促すことは、子どもの生活リズムを守る手助けとしても「子

ども中心の養育行動」と言えるでしょう。このやり方は子どもに働きかけてはいますが、恐怖を引き起こして

はいません。 

促しても子どもが応じない場合はどうしたら良いでしょう？ 

叩いたり、怒鳴って「怒れ」ば、すぐに結果が出るかもしれません。子どもは怯えてすぐにゲームをやめ

るでしょう。だとして子どもは宿題をすることを自分のために自分で決めたのでしょうか？ 

おそらくそうではなく、子どもはただ恐怖から逃れるための選択をしたにすぎないでしょう。そして宿題を

やるように見せかけて、見つからないようにゲームを続けるかもしれません。それは将来子どもが自分の行

動を上手に制御して、自分の人生を主体的に作り上げることに貢献するでしょうか？ 

恐怖によるコントロールは手抜き工事の建物のように、すぐに見せかけの結果を出すことができますが、

それは基礎工事に手をかけた建物のようにはしっかりと長持ちしないのです。叩くことは即席の手抜き工

事と同じようなものでしょう。ですからこれは決して「子ども中心」とは言えないのです。 

また、叩く・怒鳴る行動を選ぶ直接の動機はなんでしょうか？子どもを思い通りに早く動かしたい、自分

の力を子どもに示したいという衝動に乗った選択かもしれません。だとしたらこれは、父親が自分を満足さ

せるための「親中心」の行動であると言えます。 

恐怖によってコントロールされることは、自己否定、恥、無力感などと繋がり、長期的にネガティブな影

響を子どもに与えます。子どもが自分の行動が良くないことだと気づき、前向きに行動を変えるために恐

怖は必要ありません。タロウさんは父親に叩かれたことで、自分に自信を持ち、好きになることができたで

しょうか？もしかするともう一度自分の経験を振り返り、子ども時代の自分に「父親が叩いたことの責任はあ

なたにないんだよ、怖かったね」と教えてあげることが必要かもしれません。 



尊重とは相手が他者であり、自分の思い通りにならないことを受け入れることです。そして、結局のとこ

ろ、相手が自分のことは自分で決める権利を守ることが自分と相手が気持ちよく関われる根本原理になる

のです。これは子どもに対しても言えることです。そして、尊重されている実感は、安心は繋がっていま

す。安心してこそ、人は新しいことに挑戦する意欲が湧いてきますし、必要なことを吸収することができま

す。安心できる家族は子どもの成長のために何より一番の栄養なのです。 

 

 

２、もし、家族に暴力をしてしまったら 

さて、タロウさん、イチロウさん、ジロウさんは渋々ながらも、あるいは困惑しながらカウンセリングの場に

来てくれたわけですが、そこからどのようにしていったら良いでしょうか？ 

私が行なっている父親プログラムの一つの軸は Caring Dads Program(https://caringdads.org/)という

カナダで開発された父親プログラムから取り入れたものです。「子ども中心の養育」「親中心の養育」という

言葉もこのプログラムからお借りしました。 

少し Caring Dads Programについて説明を加えましょう。 

Caring Dads Programは、カナダ、オンタリオ州において、Dr. Katreena Scott と Tim Kellyによって作ら

れ、カナダ、アメリカ、オーストラリア等、世界各地で実施されています。日本の一部の児童相談所でも

Caring Dads Programの試行が始まっています。 

このプログラムの対象は DV・虐待によって家族を傷つけてしまった父親です。参加者は 17 週間、毎週

集まって、子どもたちと暴力・虐待のない関係を作り、いかにして子どもとの関係を修復するかを学び、話

し合い、サポートしあいます。10 人から 15 人程度の小グループで、教育的コンテンツのほか、ディスカッ

ション、ロールプレイなどが行われます。多くの参加者は DV・虐待のために裁判所や児相などから命令さ

れたり、勧められたりした父親です。 

このプログラムの内容を非常に圧縮して表現すれば、重要な部分は暴力の再発予防と家族との関係の

修復です。この二つは暴力を使ってしまった後に取り組むべき最大の課題です。日本の現状において

は、この二つをどのようにして成し遂げていけば良いのかがあまり知られておりません。ですので、プログ

ラムという形でそれに取り組む機会を提供できることはとても意義深いと考えています。 

 

３、変化への動機づけ 

ところで、タロウさん、イチロウさん、ジロウさんの言葉からは、自分の行動が暴力であることを認識し、変

えることに取り掛かることはとても難しいことがわかります。自分の大切な家族を結果的に傷つけてしまった

ことはとても痛いことで、誰でも暴力や支配を自分がしていたとは思いたくないものです。そこに触れること

はできれば避けたいですし、人から責められるのではないかという防衛の気持ちも働きます。また、どうし

てこんなことになってしまったのかと混乱するものです。 

ですから、こうしてカウンセリングやプログラムに参加される方はすでに勇気ある行動を取られているわ

けです。とはいえ、変化に向けた気持ちの準備はまだできていないことが多く、まずは変化に向かう気持

ちを高めることが必要になります。 

暴力を使ったとはいえ、参加する父親自身も恐怖のある状況で自分を変えていくことはできませんか

ら、カウンセリングやプログラムの場は、心理的に安全である必要があります。Caring Dads Programでも最

初の数回はプログラムの場を安全なものに温め、「動機づけ」のプロセスに時間を使います。その後、再発



予防と修復のテーマに取り掛かるのです。それではこの二つのテーマについて次に述べていきましょう。 

 

 

４、暴力の再発予防について 

再発予防とは、文字通り再び暴力を用いてしまうことがないように、工夫をして予防のための行動をする

ことです。家庭で暴力を振るう人は、その影響がこれほどまでに大きいとは予想せずに行動をしていること

が多いものです。そのために、子どもや子どもの母親の反応が大袈裟だと感じていることもあるのです。大

切な人を傷つけてしまったことに直面するのは辛いものですが、暴力の影響の大きさについて知識を得る

ことは、再発予防の必要性の認識につながりますので、まず、それを伝えなければなりません。 

次に行動を振り返り、これまでの行動の分析をしていくことが必要です。暴力のきっかけになりやすい状

況や引き金を理解すること。暴力を使うことを肯定してしまう価値観や考え方に気づき疑うこと。暴力の引

き金となる状況に置かれた自分の心身の反応を捉え、制御する方法を身につけること。暴力につながりに

くい日々の生活の仕方やコミュニケーションを考え、日常を整えていくことなど、すべきことは山盛りです。 

例えばジロウさんは、暴力の前の状況において子どもや妻の顔を見ていないか、見たとしても「反抗的

な顔だ」「自分を馬鹿にしている」などと、支配的な文脈で解釈していたことに気づきました。その表情を

「反抗的」と捉えるか「不安・悲しみ・恐怖」と捉えるかによって、次の行動は変わってきます。再発予防の

作業では、こうして振り返り作業を通して得られた気づきを使いながら、同じ状況になった時にどう行動す

るかのプランを作っていきます。そのプランはできるだけ現実的でないと実行可能性が薄くなりますから、

妥当なものに整えないといけませんし、練習をして身につけることも重要です。例えば、イチロウさんは「カ

ッとすると止められない」と言っていましたが、それを止めるためには、単純な我慢ではなく、自分の心身

の反応にいち早く気づいて落ち着かせる手段を自分で行う必要があります。それには自分の内側の身体

感覚や感情に目をむけて、キャッチしようとする習慣作りや、繊細な身体感覚へのセンサーを鍛えることが

有効です。一般的に男性はこのセンサーが比較的弱いように感じます。これは男性は強くあるべき、能動

的であるべきという男性性についてのメッセージを、社会から常に受けていることと繋がっているのかもし

れません。 

ジロウさんは子どもの発達段階についての学習が自分の行動選択の背景にある考え方を変えるのに

役立ったと言います。思春期に差し掛かってきた娘に小学校低学年と同じような指示をしてもうまくいか

ず、むしろ不適切であることを意識することが役立つと感じたようです。 

子ども中心、親中心の行動を意識することも、こうした再発予防の戦略の一つとなります。タロウさんが

取り組んでいるのは子どもの母親をどのようにして尊重したら良いのか？という問題です。 

そのきっかけは「子どもは可愛がっていたとしても、子どもの母親を見下したり、ダメ出しばかりするとし

たら、それは子ども中心の行動なのか？」という問いかけです。父親が子どもの母親に支配的に関われ

ば、子どもはその関係を学習します。また、自分に対しては温かい父親が母親に対しては一転して暴言を

言うとしたら、それはさまざまな形で子どもと母親の関係にダメージを与えることになります。ですからそれ

らは子ども中心の行動とは言えません。直接子どもに対するよりもむしろ、妻に対する対応を変えることの

抵抗感や困難感が上回ることもありますが、「良き夫でなくして良い父にはなれない」（Caring Dads 

Program より引用）という原理を覆すことはできないのです。 

こうして、ここまでの振り返りと今後の行動のプランができていくと、それらを自分で説明することが可能

になっていきます。それが暴力の責任を果たしていくことにつながり、修復のプロセスにつながっていきま



す。 

 

５、関係の修復について 

ジロウさんがカウンセリングに訪れたのは、何よりも家族関係の修復を求めたからでした。そして、それ

は多くの人が期待するよりもずっと時間と手間がかかるものです。しかし、父親が修復のために努力するこ

とは子どもにとっても良い影響をもたらすと考えられます。親の DVを経験した子どもたちへのインタビュー

をまとめた論文（Lamb,K. et.al. 2018 ）がありますが、その子どもたちの言葉を私なりに要約すると、子ど

もたちは父親に次のようなことを求めています。 

① 今までのやり方を振り返ってほしい（良くないやり方をしたことを認める・悪い影響を家族に与えたこと

を知る・謝って、現状を受け入れる） 

② 変えることに取り組んでほしい（行動や態度を変える・変えていくプロセスを子どもの前で実践し、語

る） 

③ 子どもからの信頼を回復しようとしてほしい（子どもと関わる時間をとる・子どもの視点に立って考える・

父親として子どもに良い関わりをすると同時に子どもの母親に協力する） 

これらは Caring Dads Program の内容とも非常に重なるものですが、大切なことは、子どもは父親を恨み

続けていたくはないということです。やはり尊敬できる父親になって欲しいのです。では何が尊敬できるこ

となのかといえば、間違いを認める勇気を示し、子どもからの信頼を回復するために行動を変え、誠実に

子どもに向き合う姿でしょう。Caring Dads Program を開発した Dr. Katreena Scott 先生の言葉で、とても

印象に残っているのは、「子どもが求めているのは強い父親ではなく、努力する大人です」という一言で

す。 

カウンセリングやプログラムの中では、ロールプレイで子どもの気持ちを体験したり、子どもや母親へ謝

罪することについても扱います。もちろん実際に謝罪できる機会が得られないこともあります。謝罪を受け

入れるかどうかは、被害を受けた側が決めることだからです。しかし、もし機会が得られるのであれば、どの

ように謝るかは大きな違いです。自分の行動が子どもやその母親に与えた影響について想像して語れる

ことや、再発予防の実践について説明できること、話すだけではなく子どもやその母親の話を聞けるかどう

かもとても大切です。信頼関係の再構築はこのような対話を少しずつ積み重ねながら培っていくもので

す。 

ジロウさんは、妻子が別居した当初は「早く戻ってくるように」と何度もメッセージを書いたようです。しか

し、それをやめ、寂しいながらも妻の選択を受け入れていく気持ちが増えてきたと言います。プログラムを

続け、まずは自分が変わっていきながら、妻や子どもが話をしてくれる機会を待つことも、信頼を回復する

ための行動であると納得できるようになっていきました。 

 

 

６、家族と子どもの未来のために 

「パパと怒り鬼」（https://www.hisakata.co.jp/book/detail.asp?b=5027）いう絵本があります。ノルウエー

で作られた物語ですが、心に沁みる美しい日本語に訳されています。DV をした父親は子どもに謝り、王

様の庭（DV加害者のプログラム）に参加します。そして自分の中の「怒り鬼」と対峙し、話し合い、変わって

いくであろうプロセスが描かれています。子どもは「王様の庭」にいる父親を思ってこのように呟きます。 

「パパは怒り鬼の背中を、ぽんぽんとたたいてやるだろうな。（中略）そいつらの手をとって、膝に抱いて



 

やるだろうな。（中略）そうなれば怒り鬼はもう危険じゃない。地下に閉じこもりもしないよ。だって、パパが

手をにぎって、気をくばってあげるもの。そしてちっぽけパパは、もう悲しくなんてならないだろう。」 

ここに描かれているのは、まさに強い父親ではなく、自分の感情をケアして制御し、自分を大切にしようと

努力する父親です。そうすることが暴力や怒りから父親を解放し、子どもにとって安心できる父親となるの

です。 

私たちは、例え暴力を用いてしまったとしても変化の可能性はあること、その努力は子どもやその母親

にとっての希望にもなることをプログラムやカウンセリングを通してメッセージできたらと思っています。 

父親プログラムに参加された方たちは、私たちスタッフの発言よりもむしろ、仲間の言葉や経験、努力が支

えであり、心に刺さると言います。今、暴力と格闘中のお父さんが、この小論を通して間接的にでもタロウ

さん、イチロウさん、ジロウさんなど仲間と出会い、変化の道を進み、子どもとその母親の傷が癒やされて

いくことを願っています。 
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